
町田市保健所保健予防課との食育連携事業

まちだすいとんの普及および食育推進に関する取り組み

令和７年８月 町田市と食育推進に関する連携協定を締結

生活共創学部 生活共創学科 / 現代生活学部 食物学科
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令和７年８月１日、本学と町田市が人的・知的資源の交流と

活用を図ることで、市の食育事業を推進させるとともに大学

の教育・研究を充実させ、地域社会の発展に寄与することを

目的として食育推進に関する連携協定を締結しました。

これまでも市の食育の課題である市民の野菜摂取量の増

加や減塩の取り組みについて、学生が提案したレシピの提供

等、連携した食育推進事業を実施してきました。更に食に関

心が低い若い世代への普及啓発の取り組みについて効果的

に実施していくため、連携協定を締結いたしました。

連携によるおもな取り組みは ⑴望ましい栄養・食生活の推

進に関与すること ⑵食を通じて地域と繋がるための支援に

関与すること ⑶食に関する環境の整備に関すること としま

した。

町田市地域の味であるまちだすいとんに着目し、第1弾と

しては、シダックス株式会社のお力をお借りして、本学学生食

堂での提供、第2弾としては、本学食物学科調理学研究室の

食育料理教室での実施、第3弾として、本学学園祭KVA祭で

のお料理サークルによる提供を行いました。

望ましい栄養・食生活の推進および食に関する環境の整備に

関すること

望ましい栄養・食生活の推進および食に関する環境の整備

に関することとして、シダックス株式会社のご協力により7月

22日・9月25日に30食限定の定食形式でまちだすいとん

の提供を行いました。町田市の野菜として、生活共創学科石

綱先生と学生さんが授業で育てたナスをご提供いただきまし

た。早い時間に完売し、大盛況となりました。

Case 7
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若い世代への普及啓発の取り組みとして、本学近隣の小学生を対象に行った食育料理教室のなか

で、まちだすいとんを取りあげました。

参加小学生は、まちだすいとんのことを知りませんでしたが、自分たちでこねたすいとんを楽しそう

にちぎって鍋に入れ、完成後の試食の際には、「いつもは食べられない野菜も食べることができた！」

と教えてくれました。

19

食を通じて地域と繋がるための支援に関与すること

●パートナー
町田市食育推進委員会
町田市保健所
シダックス株式会社

●担当教員
生活共創学部
生活共創学科 食科学コース
現代生活学部 食物学科
准教授 米澤 加代

●学生
生活共創学部 生活共創学科
1年生 20名
現代生活学部 食物学科
3年生 2名
4年生 4名 計26名

●実施期間
令和７年５月～11月

プロジェクト概要

若い世代への普及啓発の取り組み

食を通じて地域と繋がるための支援に関与することの一環とし

て、生活共創学科1年生のお料理サークルの学生が中心となって、

KVA祭でのまちだすいとんの提供を行いました。サークルの学生

は何度も試作を重ね、お料理サークルオリジナルのレシピを作成し

ました。

学生食堂、食育料理教室での実施、学園祭での提供を行い、まち

だすいとん普及および食育推進に関する取り組みを行いました。

食育料理教室に参加してくれた小学生は全員まちだすいとんにつ

いて知らず、食べられない野菜も多かったが、食べられない野菜に

も挑戦するなど、普及啓発および食育推進に貢献する機会となり

ました。
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